
　❶ 環境会計作成指針の概要

　　　①対象期間は、平成30年４月１日から平成31年３月31日までです。
　　　②集計範囲は、水道事業、水道用水供給事業、工業用水道事業、下水道事業です。
　　　③環境省の環境会計ガイドライン（2005版）に準じて作成しました。
　　　④金額は税抜きです。
　　　⑤算出が難しいものについては、項目だけを掲載しました。
　　　⑥環境保全効果の換算係数については、国や電力会社等が公表したものを参考としました。

　❷ 環境保全のコスト（貨幣単位）

　　　環境負荷の発生防止・抑制や、発生した被害の回復のための投資額及び費用額です。

　❸ 環境保全効果（物量単位）

　　　　環境負荷の発生防止・抑制や、発生した被害の回復のための取組み効果です。

　❹ 環境保全対策に伴う経済効果（貨幣単位）

　　　　環境保全対策を実施した場合に、実施しなかった場合と比較して節減される費用額及び収益額です。

水道事業では、お客さまのご家庭に”安全でおいしい水を安定的”にお届けしています。
ご家庭までに”水道水”をお届けするまで（ダムや川などの水源地から浄水場までの水道水の輸送、浄

水場での水の浄化、浄水場から配水池までの水道水の輸送など）、多くの電力や薬品を使用しています。
また、下水道事業においても、下水を処理し、水を再生する過程で、多くの電力を使用しています。
北九州市上下水道局では、環境負荷を少しでも減らそうと、地球に優しい自然エネルギーを活用した水

力発電や太陽光発電など、環境にやさしい、さまざまな取組みを行っています。

環境保全への取組みに対してどれだけの費用を投入し、その結果、どれだけの効果をあげることができ
たのかを貨幣単位又は物量単位を用いて明らかにするものです。

上下水道局では、環境会計を導入することによって、さらに効率的で効果的な環境保全への取

組みを推進していきたいと考えています。

①事業エリア内コスト

②上・下流コスト

③管理活動コスト

④社会活動コスト

二酸化炭素（CO2）

窒素酸化物（NOx）

硫黄酸化物（SOx）

・・・・・・・ 本来事業の活動により生じる環境負荷を抑制するためのコストです。
地球環境保全コスト・資源循環コスト・その他に分類しました。

・・・・・・・ 自然保護や環境に関する情報提供等のための環境保全コストです。

・・・・・・・ 環境への取組みを推進するためのコストです。

・・・・・・・ 本来事業の活動に付随して生じる環境負荷を抑制するコストです。

・・・・・・・ 地球温暖化の原因となる温室効果ガスのひとつです。

・・・・・・・ 酸性雨の原因となるものです。

・・・・・・・ 光化学スモッグの原因となるものです。



98,475 240,387 ＣＯ２ 4,281 t

ＳＯｘ t

ＮＯｘ 1 t

産廃削減量 64,155 t

自然エネルギーの活用 48,078 104,210

省エネルギーの推進 8,981 55,242 ＣＯ２ 4,258 t

高度浄水処理 40,843 0 ＳＯｘ 0 t

水源林の保全 573 ※ ＮＯｘ 1 t

小計 98,475 159,452

ＮＯｘ 0 t

小計 0 80,935 産廃削減量 64,155 t

漏水防止対策 129,802 232,958 ＣＯ２ 908 t

ＳＯｘ 0 t

ＮＯｘ 0 t

小計 129,802 232,958

グリーン購入等 0 ※ ※

小計 0 ※ ※

施設の緑化 7,744 ※ ※

環境会計の発行 0 ※ ※

小計 7,744 ※ ※

水源地との交流 1,698 ※ ※

浄水場見学 107 ※ ※

水質汚濁防止活動 0 ※ ※

小計 1,805 ※ ※

108,024 240,387 ＣＯ２ 4,281 t

ＳＯｘ 0 t

ＮＯｘ 1 t

産廃削減量 64,155 t

（算出の条件）

・ 集計範囲：水道事業、水道用水供給事業、工業用水道事業

・ 費用には、環境保全を目的とした設備の減価償却費、委託料、検査費等を計上しました。

・ 経済効果には、環境対策を実施した場合に、実施しなかった場合と比較して節減されるコスト及びリサイクルによる売却収入を合計して計上しました。

・ 内の数値は推定のため外数としました。

・ ※は算定不能

　その他

　上・下流コスト

　管理活動コスト

　社会活動コスト

合 計

23 t

建設発生土等の有効利用 0 47,996 ＳＯｘ 0 t

　地球環境保全コスト

　資源循環コスト

浄水汚泥の有効利用 0 32,939 ＣＯ２

分 類 主な取組の内容
環境保全コスト

（千円）

　環境保全対策に
　伴う経済効果
　　　　（千円）

環境保全効果
（環境負荷の低減）

　事業エリア内コスト

削減したＣＯ２を、車が１年間に排出する量で換算すると１，８４５台分に相当します。

（算出条件）
・自動車１台あたり年間走行距離10,000ｋｍ
・自動車１リットルあたり走行距離10ｋｍ
・ガソリンのＣＯ２排出係数 2.32（ｋｇCO2/L）

環境省「温室効果ガス排出量算定方法に関する検討結果」より
・自動車１台あたりＣＯ２年間排出量 2.32ｔ

●水道事業環境会計

植樹や下草刈りに
参加してみませんか

私たちの生活に必要な水を育む山を守るた
めに、ボランティア活動を行っています。詳細
は上下水道局ホームページをご覧ください。

（平成３０年度決算版の概要）
●環境保全のために投資した費用は約１億８百万円です。
●環境保全への取り組みの結果、約２億４千万円の経済効果をあげることができました。
●環境保全への取り組みの結果、二酸化炭素の排出量を４,２８１ t 削減しました。



30
年
度

（平成30年度　8,441人）

ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ用土､

水源～浄水場まで
排出物質
CO2 8,683 ｔ
SOX 2.8 ｔ
NOX 3.8 ｔ

浄水場
排出物質
CO2 18,910 ｔ
SOX 52.1 ｔ
NOX 12.9 ｔ

浄水場～蛇口まで
排出物質
CO2 3,125 ｔ
SOX 1.0 ｔ
NOX 1.4 ｔ

合計
排出物質
CO2 30,718 ｔ
SOX 55.9 ｔ
NOX 18.1 ｔ



1,134,275 435,586 ＣＯ２ 13,969 t

産廃削減量 107,973 t

臭気対策 213,132 ※ ※

消化ガス脱硫 6,234 ※ ※

騒音・振動対策 0 ※ ※

※ ※

小計 219,366 ※ ※

小計 30,879 52,991

汚泥のセメント原料化 504,133 0 ＣＯ２ 10,646 t

焼却工場とのエネルギー循環 123,420 158,382 産廃削減量 107,973 t

汚泥の燃料化 152,471 12,020

処理水の再利用 104,006 184,554

建設副産物の有効利用 0 27,639

小計 884,030 382,595

緑化美化整備 67,585 ※ ※

排水規制 39,085 ※ ※

小計 106,670 ※ ※

広報活動 30,966 ※ ※

洞海ビオパーク 698 ※ ※

※ ※

小計 31,664 ※ ※

1,272,609 435,586 ＣＯ２ 13,969 t

産廃削減量 107,973 t

（算出の条件）

・ 集計範囲：下水道事業

・ 費用には、環境保全を目的とした設備の減価償却費、委託料、動力費等を計上しました。

・ 経済効果には、環境対策を実施した場合に、実施しなかった場合と比較して節減されるコスト及びリサイクルによる売却収入を合計して計上しました。

・ ※は算定不能

　資源循環廃棄物減量コスト

　管理活動コスト

　社会活動コスト

合 計

3,323 t

消化ガスの有効利用 30,879 52,991

　公害防止対策コスト

　地球環境保全コスト

自然エネルギーの利用 0 ※ ＣＯ２

分 類 主な取組の内容
環境保全コスト

（千円）

　環境保全対策に
　伴う経済効果
　　　　（千円）

環境保全効果
（環境負荷の低減）

　事業エリア内コスト

削減したＣＯ２を、車が１年間に排出する量で換算すると6,021台分に相当します。

（算出条件）
・自動車１台あたり年間走行距離10000ｋｍ
・自動車１リットルあたり走行距離10ｋｍ

・ガソリンのＣＯ２排出係数 2.32（ｋｇCO2/L）
環境省「温室効果ガス排出量算定方法に関する検討結果」より

・自動車１台あたりＣＯ２年間排出量 2.32ｔ

（平成30年度決算版の概要）
●環境保全のために投資した費用は約１2億７千3百万円です。
●環境保全への取り組みの結果、約4億3千百6万円の経済効果をあげることができました。
●環境保全への取り組みの結果、二酸化炭素の排出量を１3,969 t 削減しました。

●下水道事業環境会計

植樹や下草刈りに
参加してみませんか

私たちの生活に必要な水を育む山を
守るために、ボランティア活動を行ってい
ます。詳細は上下水道局ホームページ
をご覧ください。



温室効果ガス削減への取り組みである

消化ガスの有効利用や焼却工場とのエネ

ルギー循環などを行った結果、排出量は
上記となりました。
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温室効果ガス 28,344 t-CO2

流入下水 139,121 千m3

≒204ｇｰCO2

セメント原料 46,257 ｔ 74 %

ごみ発電用燃料 3,770 ｔ 6 %

燃料化 12,365 ｔ 20 %


